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１. JR西日本グループではMaaSを都市型、観光型、地方型の三つの類型に分け、

それぞれでお客様のニーズに応じたアプリ提供などのサービスを展開しています。

２. JR西日本グループのMaaS提供を通じた

ありたい姿として、移動に留まらず生活

サービス、ひいてはまちづくりまでの

貢献を目指しています。

３. 提供するサービスを通じて自治体や観光

施設の情報提供や回遊を促進する取組み

を積極的に展開し、地域の移動の円滑化

と経済の活性化に協調して取り組んで

いきます。
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製品・サービスのポイント

概 要
顧客価値（ありたい姿）

公共交通の利便性向上のみならず、生活サービス施策と連携していきます。さらには

まちづくりへの貢献まで繋げることを目指していきます。

主な取り組み

・観光型MaaS「tabiwaby WESTER」の提供

・島根県邑南町での地方型MaaS構築（自家用車

有償運送向けの配車システム提供等）

・統合型MaaSアプリ「WESTER」の提供

・WESTERでのAIスタンプラリー実装による

買い回り、回遊促進、行動変容

今後の展開

・大型観光キャンペーンにあわせた「tabiwaby WESTER」利用エリアの拡大

・地方型MaaSコンテンツの拡充、他エリアへの展開

・WESTERの地域交通事業者との連携拡大、各地域でのスタンプラリーの実施

https://www.westjr.co.jp/company/action/technology/vision/techweb/

地方型MaaS
島根県邑南町を皮切りに、
西日本のローカル地域へ展開

都市型MaaS
関西MaaS検討会において、
2025年「大阪・関西万博」での
MaaS構築に挑戦

観光型MaaS
「tabiwa by WESTER」
を基軸に西日本の様々な
観光地でサービス展開

・JR東日本、九州等との連携
→国内他エリアのMaaSと連携
「日本版MaaS」の一翼に

・次世代モビリティ開発への挑戦
→自動運転・隊列走行BRT等
社外パートナーとの連携推進

西日本エリアの移動や生活をスマホ
一つでサポートするMaaSアプリ

「WESTER」

https://www.westjr.co.jp/company/action/technology/vision/techweb/

